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志
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十
四

城

南

竪
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筋

O
魚
馬
淵
高
定
の
武
家
混
目
集
に
、
元
線
三
年
三
月
十
六
日
新
竪
町
よ
り

出
火
し
‘
巽
の
風
烈
敷
、
新
竪
町
不
v
残
、
本
竪
町
・
魚
屋
町
・
水
車
等

焼
失
す
。
と
見
b
、
同
六
年
の
士
幌
に
‘
竪
町
・
魚
屋
町
後
ロ
柿
木
畠

杯
と
数
所
に
載
せ
た
り
。
今
魚
屋
町
の
名
絶
え
て
久
し
き
故
に
や
知

る
者
た
し
。
此
の
町
は
片
町
よ
り
竪
町
へ
出
づ
る
四
辻
よ
り
、
河
原

町
へ
の
入
口
ま
で
を
ぽ
、
昔
は
魚
屋
町
と
mmし
、
河
原
町
陀
廊
せ
り

と
-X
ふ
。
そ
の
さ
き
此
の
地
に
魚
市
場
を
ぽ
建
て
た
り
し
故
に
、
魚

屋
町
と
呼
ぴ
た
り
し
か
ど
、
事
保
の
末
頃
に
や
市
場
を
厳
し
‘
共
の

後
は
河
原
町
の
町
内
に
属
し
て
、
魚
屋
町
の
名
絶
え
た
り
。
故
に
文

政
四
年
無
名
の
町
地
に
町
名
を
建
て
た
る
時
・
更
に
組
津
町
と
名
付

〈
。
然
る
を
明
治
凶
年
四
月
町
名
改
革
の
時
.
組
津
町
の
名
を
駿
し
.

竪
町
へ
合
併
せ
り
。

屋

町

金
滞
古
蹟
志
巻
十
四

五
八

O
魚
市
場
来
歴

沓
停
に
一
宮
ふ
。
昔
は
金
揮
の
魚
市
場
、
犀
川
と
漢
野
川
口
と
雨
所
に
建

ち
た
り
。
際
川
の
魚
市
場
は
、
路
町
の
入
ロ
魚
屋
町
な
り
つ
洩
野
川

口
の
魚
市
場
は
袋
町
な
り
し
を
、
後
に
近
江
町
へ
移
せ
り
と
。
按
宇

る
に
‘
金
津
町
曾
所
留
記
に
戟
せ
た
る
享
保
六
年
十
二
月
廿
八
日
の

書
札
に
、
雨
魚
問
屋
給
銀
五
貫
目
宛
之
底
.
来
る
寅
年
よ
り
新
銀
四

貫
五
百
回
宛
に
被
a
仰
付
吋
と
あ
る
雨
魚
問
屋
は
、
近
江
町
と
此
の
魚

屋
町
と
の
雨
問
屋
た
り
と
い
へ
り
。
渇
野
茂
枝
問
く
‘
背
魚
市
場
雨

所
に
建
ち
た
る
頃
は
、
堕
問
屋
も
雨
市
場
K
在
り
て
‘
鹿
屋
六
兵
術

と
云
ふ
者
卸
ち
魚
屋
町
民
居
住
し
、
堕
問
屋
を
勤
め
た
り
。
堕
は
魚

類
に
属
す
る
語
に
て
.
昔
は
魚
市
場
に
堕
問
屋
を
置
か
れ
た
り
。
盛

魚
に
入
用
た
り
し
故
た
ら
ん
か
。
叉
そ
の
さ
き
雨
市
場
を
置
か
れ
し

頃
は
.
安
宅
・
本
吉
・
相
河
た
ど
上
口
の
浦
々
に
取
揚
ぐ
る
魚
は
‘
犀

川
の
魚
市
場
へ
運
送
し
、
宮
腰
・
根
布
・
荒
屋
・
高
松
滞
在
ど
に
取
揚

守
る
魚
は
、
浅
野
川
の
魚
市
場
へ
運
送
す
。
且
能
登
の
七
尾
・
輸
嶋
、

越
中
の
氷
見
・
放
生
津
・
岩
瀬
・
魚
津
た

εの
浦
々
よ
り
漣
迭
す
る
魚

烏
は
‘
向
寄
り
な
れ
ば
多
分
洩
野
川
魚
市
場
へ
持
来
る
ゆ
ゑ
に
、
近

江
町
は
遅
浩
方
緋
利
た
り
と
の
都
民
て
、
犀
川
口
魚
市
場
を
ぽ
近
江




